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再建工事中の
旧石原家住宅

男びな・女びな(江戸時代作製)

昭和時代の絵本・玩具など

　
八
代
郷
土
館
敷
地
に
あ
る
旧
石
原
家
住

宅
は
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
農
家
で
、

笛
吹
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
旧
石
原
家
住
宅
は
、
火
災
で
屋
根
が
消

失
し
ま
し
た
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
再
建

工
事
終
了
後
、
３
月
29
日
（
土
）
か
ら
公
開

さ
れ
ま
す
。

　
再
建
工
事
の
完
成
に
合
わ
せ
、
八
代
郷

土
館
で「
大
正
・
昭
和
時
代
の
子
ど
も
た
ち
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　

３
月
29
日
（
土
）
〜
５
月
６
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
休
館
日
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
　

■
場
所
　

　
八
代
郷
土
館
（
八
代
町
南
７
９
６
）

■
観
覧
料
　
無
料

■
主
な
展
示
内
容

・
八
代
地
区
の
旧
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ひ

な
飾
り
（
昭
和
時
代
）

・
子
ど
も
の
写
真（
大
正
・
昭
和
時
代
）

・
子
ど
も
の
玩
具（
大
正
・
昭
和
時
代
）

・
子
ど
も
の
本
（
大
正
・
昭
和
時
代
）

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

・
昔
話
を
聞
く
会（
石
和
図
書
館
職
員
）

　
３
月
29
日
（
土
）午
前
10
時
30
分
〜

・
展
示
内
容
・
旧
石
原
家
住
宅
の
解
説（
市

教
育
委
員
会
文
化
財
課
）

　
３
月
29
日
（
土
）午
後
１
時
〜
４
時

■
問
合
せ
先
　
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　
☎
０
５
５
（
２
６
５
）４
８
５
２

※
業
務
場
所
移
転
に
伴
い
３
月
24
日
（
月
）

以
降
　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
２

　　
江
戸
時
代
に
作
製
さ
れ
た
男
び
な
・
女
び

な
な
ど
、
市
内
の
旧
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ひ

な
飾
り
を
、
八
田
家
書
院
で
展
示
し
ま
す
。

■
日
時

２
月
９
日（
土
）〜
４
月
13
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
・
３
月
21
日（
金
）

■
主
催

鄙
（
ひ
な
）
の
会
・
笛
吹
市
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
石
和
支
部

■
後
援
　
市
教
育
委
員
会

■
場
所
　

　
八
田
家
書
院（
石
和
町
八
田
３
３
４
）

■
観
覧
料

・
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　（
10
人
以
上
の
団
体
１
人
に
つ
き
１
５
０
円
）

・
小
中
高
校
生
　
　
１
０
０
円

　（
10
人
以
上
の
団
体
１
人
に
つ
き
50
円
）

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

・
ひ
な
祭
り
お
話
会
（
石
和
図
書
館
職
員
）

　
４
月
２
日（
水
）午
前
10
時
30
分
〜

・
甘
酒
サ
ー
ビ
ス（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

休
日
）　
※
３
月
９
日（
日
）は
除
く

・
子
ど
も
お
茶
会
　
３
月
９
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

・
展
示
内
容
の
解
説
（
市
教
育
委
員
会
文

化
財
課
・
鄙
の
会
）

３
月
２
日（
日
）・
９
日（
日
）・
15
日（
土
）・

20
日（
木
）・
30
日（
日
）

４
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）・
12
日（
土
）・

13
日（
日
）　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
問
合
せ
先
　

　
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）４
８
５
２

※
業
務
場
所
移
転
に
伴
い
３
月
24
日
（
月
）

以
降
　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
２

お
詫
び
と
訂
正

　
２
月
号
16
ペ
ー
ジ
掲
載
「
八
田
家

書
院
で
ひ
な
祭
り
」
の
記
事
で
、
観

覧
料(

団
体)�

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
「
一
般
・
大
学
生
10
人

以
上
の
団
体
１
人
に
つ
き
１
５
０
円
、

小
中
高
校
生
10
人
以
上
の
団
体
１
人

に
つ
き
50
円
」
で
す
。

　
　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
戦
国
最
強
と
う
た
わ
れ
た
武
田
の
騎

馬
軍
団
。
特
に
元
亀
（
げ
ん
き
）
３
年

（
１
５
７
２
）
12
月
に
行
わ
れ
た
三
方

ヶ
原
（
み
か
た
が
は
ら
）
の
戦
い
で
は
、

徳
川
家
康
を
完
膚
（
か
ん
ぷ
）
な
き
ま

で
に
破
り
、
そ
の
強
さ
を
天
下
に
示
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
元
亀
４
年
４
月
に

信
玄
が
亡
く
な
る
と
、
時
代
は
大
き
く

動
き
ま
す
。
信
玄
の
後
は
勝
頼
が
継
ぎ

ま
し
た
が
、
天
正
３
年
（
１
５
７
５
）

長
篠
（
愛
知
県
）
で
織
田
信
長
・
徳
川

家
康
の
連
合
軍
に
敗
れ
、
信
玄
以
来
の

多
く
の
家
臣
を
失
い
ま
し
た
。
勝
頼
は

支
配
体
制
の
強
化
や
家
臣
団
の
世
代
交

代
を
図
る
な
ど
形
成
挽
回
に
力
を
注
ぎ

ま
し
た
が
、
天
正
10
年
（
１
５
８
２
）

１
月
に
親
族
衆
で
あ
る
木
曽
義
昌
の
謀

反
（
む
ほ
ん
）
を
き
っ
か
け
に
、
織
田
・

徳
川
を
中
心
と
し
た
連
合
軍
が
武
田
家

へ
総
攻
撃
を
開
始
し
ま
す
。
そ
し
て
３

月
11
日
に
田
野
（
甲
州
市
）
で
勝
頼
は

わ
ず
か
の
家
臣
と
と
も
に
果
て
、
武
田

家
は
滅
亡
し
ま
し
た
。

　
和
歌
山
県
に
あ
る
真
言
宗
の
総
本
山

高
野
山
金
剛
峯
寺
（
こ
ん
ご
う
ぷ
じ
）
。

奥
の
院
へ
続
く
参
道
に
は
２
万
を
超
え

る
墓
石
が
立
ち
並
び
、
織
田
信
長
や
豊

臣
秀
吉
の
墓
、
上
杉
家
の
廟
所
（
び
ょ

う
し
ょ
）
と
と
も
に
武
田
信
玄
・
勝
頼

親
子
の
墓
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
武

田
家
は
一
宮
町
末
木
に
あ
る
慈
眼
寺
を

通
じ
て
、
高
野
山
に
先
祖
の
供
養
を
依

頼
し
て
い
ま
し
た
。
高
野
山
側
の
窓
口

は
成
慶
院
（
せ
い
け
い
い
ん
）
・
引
導
院

（
い
ん
ど
う
い
ん
）
（
現

持
明
院
（
じ

み
ょ
う
い
ん
））
と
い
う
２
つ
の
宿
坊
（
し

ゅ
く
ぼ
う
）
で
、
そ
こ
に
は
武
田
家
関

係
の
遺
品
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
勝
頼
は
最
期
に
あ
た
り
慈
眼
寺
の
住
職

で
あ
っ
た
尊
長
（
そ
ん
ち
ょ
う
）
に
、
信

玄
・
勝
頼
の
遺
品
と
黄
金
10
両
を
引
導
院

に
送
り
届
け
、
自
ら
の
供
養
を

行
う
よ
う
に
と
依
頼
し
ま
し
た
。

尊
長
は
大
病
を
患
っ
て
い
た
た

め
、
４
月
15
日
に
人
に
託
し
て

遺
品
と
黄
金
を
引
導
院
へ
送
り

届
け
ま
し
た
。

　
引
導
院
を
引
き
継
い
だ
持

明
院
に
は
、
尊
長
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
書
状
と
遺
品
の
数
々

を
書
い
た
回
向
注
文
（
え
こ

う
ち
ゅ
う
も
ん
）
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
慈
眼
寺
に
は
、

こ
の
時
の
書
状
と
回
向
注
文

の
下
書
き
（
案
文
）
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
回
向
注
文
に
書
か
れ
た
遺

品
の
最
初
に
は
、
「
勝
頼
公
并

御
臺
所
御
曹
子
寿
像
一
幅
（
か

つ
よ
り
こ
う
な
ら
び
に
み
だ

い
ど
こ
ろ
お
ん
ぞ
う
し
じ
ゅ

ぞ
う
い
っ
ぷ
く
）
」
と
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
現
在
も
持
明
院
に
伝
わ

る
「
武
田
勝
頼
・
同
夫
人
・
信
勝
（
の

ぶ
か
つ
）
画
像
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
慈
眼
寺
は
、
こ
の
天
正
10
年
に
織
田

軍
の
兵
火
に
よ
り
諸
堂
を
焼
失
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
甲
斐
国
が
徳
川
氏
の
支

配
下
に
入
る
と
、
再
び
寺
領
の
保
護
を

受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
本

堂
・
庫
裏
（
く
り
）
・
鐘
楼
門
（
し
ょ
う

ろ
う
も
ん
）
は
江
戸
時
代
の
初
期
に
再

建
さ
れ
た
も
の
で
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

慈眼寺尊長書状案文

慈眼寺庫裏（重要文化財）


